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ワーキンググループ（WG）中心の研究会という

方針を受け，ToF-SIMS WG は第 36 回研究会にて以

下の活動を実施した． 

 

（１） WG 活動の報告，および文献紹介 

 研究会の 1 日目（2 月 3 日）の全体討議では WG

活動の紹介として，現在 ToF-SIMS WG がターゲッ

トとしている，「表面化学種の同定解析」に必要な質

量校正の標準化に関する RRT（RRT-07，RRT-08，

RRT-09）の経過の報告をコニカミノルタの伊藤が行

った．RRT-07 では 200～300ppm 程度であった相対

質量確度のばらつきが，WG での議論を通じナレッ

ジが共有できた結果，約半分になった経過等が報告

された[1-6]． 

 引き続き，ToF-SIMS の標準化活動の活性化のため

に，先行して進んでいる英国 NPL の研究論文[7]の

紹介を行った．“全体概要と相対質量強度の恒常性”

をコニカミノルタの伊藤が，“質量軸校正”をアルバ

ックファイ（株）の飯田氏が，“相対定量”を古河電

気工業（株）の大友氏がそれぞれまとめ，紹介した．

“質量軸校正”は現在 ToF-SIMS WG が取り組んでい

るテーマであり，今回紹介した論文に関連したリフ

ァレンスを含め精読し，先行研究の成果を ToF-SIMS 

WG の活動に反映する必要があるように感じられた． 

 

（２） WG 討議 

WG 紹介に引き続き，2 月 3 日，4 日に RRT-09，

プレ RRT-10 の経過報告と，RRT-10 実施計画につい

て WG 内で議論を行った．RRT-09 では試料として

薬剤 (アスタキサンチン) を選定し，これまでのラ

ウンドロビンテストで報告値の精度が継続的に高い

2 機関の条件にできる限り揃えて実施したが，相対

質量確度のばらつきは RRT-08 と同程度であった．

ばらつきが低減しない理由として， 

・試料作成の機関差 

・質量値の読み取りの個人差と解析ソフトによる依

存性 

・低質量側の質量校正ピークや高質量側の分子イオ

ン種ピークの強度 

などが挙げられた． 

これらを考慮にいれ，“「表面化学種の同定解析」

に必要な質量校正法”について，まとめの RRT

（RRT-10）を行うための予備検討が三菱化学科学技

術センター 阿部氏，大友氏，伊藤で実施された（プ

レ RRT-10）．プレ RRT-10 では主に解析に用いるスペ

クトルに必要なピーク強度について検討が行われた．

RRT-09，プレ RRT-10 の結果を元に議論を行い，

RRT-10 の実施条件がおおよそ決まった．RRT-10 実

施の条件として 

・ 同一機関で作成した試料を使用する． 

・ 質量数の読み取りは固定する． 

・ 測定時間は最低のピーク強度が得られる時間と

し，固定しない． 

・ これまで評価してこなかった繰り返し性に関す

る評価を取り入れる 

事となった． 

その他，WG 討議では今後の活動テーマ，WG 活

動の形態についても議論を行った． 

 

（３） WG 討議報告 

2 月 4 日の WG 討議に続き，大友氏が討議内容を

全体へ報告した．内容は主にプレ RRT-10 の結果概

要と，RRT-10 の内容の紹介である．ToF-SIMS WG

ではこれまでテーマとしてきた“「表面化学種の同定

解析」に必要な質量校正法”，についての RRT-10 を

行い，まとめとする予定であること，次ステップで

共有化したい知識，技術をまとめて更に活動してゆ

くことを報告した． 
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